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1
　土屋先生の親切な論評に感謝申し上げます。本人の發表は14世紀後半、
韓國の佛敎界において看話禪が主流的位置として登場するようになる過程
を、旣存の體制を打破して新しい體制を創り上げようとする恭愍王の政治
運營と關連付けて理解しようとしたものでありますが、土屋先生はこれに
ついて一定の共感を示されつつも、看話禪の位相强化は宗敎的現象である
だけに政治・社會的說明と共に宗敎的（＝信仰的）側面での檢討が必要で
あるとご指摘されましたが、これは妥當な指摘であると考えられます。た
だ、先生が補足說明を要求されました、高麗末の佛敎界において太古普愚
などの入元遊學の看話禪師らが持っていた宗敎人としての意味、そして彼
らの信仰と生活の樣子が當時の社會に及ぼした宗敎的、情緖的影響などに
ついては、硏究が不足するばかりでなく、資料の不足により充分に申し上
げることが難しいです。ご指摘頂いた問題については、今後の硏究課題と
して殘すこととし、とりあえずは今日の發表と關連して、先生が氣にされ
ているいくつかの內容について補足說明をさせて頂きたいと思います。先
生と聽衆の皆樣にご了承頂きたいと思います。
2
　韓國の佛敎界において、看話禪の擡頭に對する旣存の硏究では、大半が
より新しく、發展した看話禪が、旣存の佛敎思想に取って代わることを自
然の流れとして當然のように見ています。看話禪が佛敎界の主流として定
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着した韓國社會においては、當然の見方であるということができます。し
かしながら、看話禪が韓國佛敎の主流になる過程、特に看話禪のみを强調
する純粹な看話禪主義が佛敎界の主流として擡頭したのは、佛敎界內部の
宗敎的、信仰的論理だけでなされたものではなく、旣存の政治、社會體制
を變えようとする恭愍王の意圖が反映されたものでありました。わたくし
の發表はこのような點において旣存の硏究を補完ないし校正しようとした
ものでありました。
　旣存の歷史學界の宗敎に對する理解においては、特定の政權下における
特定の宗敎／宗派の擡頭や發展を當該政治權力と宗敎／宗派の理念的類似
性や特定の宗敎／宗派の思想が特定階級の經濟的／社會的利害關係を代辯
するという理論が相當な影響力を發揮しましたが、筆者はそれに同意して
いません。宗敎／宗派はそれなりの論理を有するためにそれ自體の性格を
檢討すべきだと思います。しかし、宗敎も社會の一部の要素になりますの
で、特定の時期に特定の宗敎／宗派が擡頭して勢力を得ることは、當時の
社會の政治、經濟的な變化と關係し得る可能性が高いです。そのような點
においては、宗敎的現象をより廣いコンテキストにおいて理解するために
は、宗敎的現象を政治的意圖や經濟的背景と關連付けて理解する必要があ
ると思われます。
3
　太古普愚などによって確立された看話禪の傳統と、それ以前に成立した
知訥の修禪結社を繼承する禪思想の差異／葛藤は、14世紀後半より現在に
至るまで韓國佛敎の重要な動向であるということができます。兩者の差異
は純粹な看話禪主義であるかそれとも敎學をはじめ樣々な思想を包括する
かの差異であるということができ、印可嗣法についてもこれを絶對視する
かしないかの差異があります。看話禪の無字・話頭・參究だけを重視した
太古普愚などとは異なり、知訥は圭峰宗密と永明延壽の思想を基盤にしな
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がら『壇經』の定慧雙修、李通玄の円頓信解、大慧宗杲の看話禪などを重
んじた總合的な禪思想を展開しましたし、彼の門徒の場合、蒙山德異の影
響を受け、看話禪を一層重視したのでありますが、看話禪だけを重視して
はいませんでした。印可嗣法においても知訥本人には印可嗣法の樣子が見
受けられず、これは彼の門徒においても同じく言えることであります。知
訥の場合は、むしろ「學無常師」が强調されて修禪結社においてもこれを
繼承して自らの主體的な悟りが重視されました。太古普愚などが擡頭する
以前の高麗佛敎においては看話禪が重視されましたが、印可嗣法は重要で
はありませんでした。
4
　太古普愚と懶翁慧勤など入元遊學僧らが『禪苑淸規』を重視してこれに
基づき寺刹を運營することを主張したのは、旣存の高麗佛敎界と自分たち
の新しい佛敎を區別するためのものであったと考えられます。高麗の禪宗
寺刹においてもそれなりの『淸規』を有していたと考えられ、知訥が設立
した修禪結社は確實に獨自的な『淸規』を有していました。しかし、高麗
佛敎の傳統に屬するよりは、中國禪宗の傳統により强い所屬感を持ってい
た太古普愚と懶翁慧勤などは、當時の高麗佛敎を中國の禪宗をモデルにし
て變えようとしたと考えられ、『敕修禪苑淸規』の强調はそのような立場
の表明であるということができます。彼らの中國禪宗をモデルにした佛敎
界の再編意圖は檜巖寺の重創においても現れています。檜巖寺の重創は懶
翁慧勤の畢生の宿願でありましたが、完成された檜巖寺は中國禪宗の叢林
寺刹をモデルにした新しい形態の寺刹でありました。そしてその檜巖寺は
『敕修禪苑淸規』によって運營されました。
　ところで『敕修禪苑淸規』が佛敎界に廣く弘まるようになったのは國王
である恭愍王が太古普愚などの意見を積極的に取り入れたからでありま
す。發表文において述べさせて頂きましたように、恭愍王は高麗佛敎界を
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再編して旣存の勢力の佛敎界に對する統制を弱體化させようとしました
が、『敕修禪苑淸規』という新しい寺刹運營原理の導入は、旣存の佛敎界
の權威を弱め、入元遊學僧らの權威を高めることが佛敎界を再編するのに
有用であると考えたからでありましょう。
　太古普愚などの入元遊學僧らは恭愍王の後援を受けて活動していました
が、彼らが政治的に活動した樣子はあまり見受けられません。彼らは大寺
の住職任命を辭退するなど隱居者としての樣子をみせているばかりでな
く、政治的な影響力を行使しようともしませんでした。彼らを政治的に利
用したのは恭愍王であり、彼らはただ自分たちの「佛敎」が當時の佛敎界
の中心的な位置を占めることには興味があったために恭愍王と緊密な關係
を結び、彼の後援を受け入れたのであります。
（翻訳担当：金炳坤）
